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ヒト子宮内膜細胞に対する NeoCellaの機能解析を目的とした 

名古屋大学との共同研究契約の締結に関するお知らせ 

 

今般、当社連結子会社の ADR セラピューティクス株式会社（以下「ADR セラピューティク

ス」といいます。）は、国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学（愛知県名古屋市千種区）

（以下「名古屋大学」といいます。）と、ヒト子宮内膜細胞に対する NeoCella（細胞外粒子含

有液）の機能解析を目的とする共同研究を実施することについて決定し、2026 年 9 月 25 日

付で共同研究契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．共同研究について 

当社グループは、医療事業において、連結子会社の ADR セラピューティクス株式会社を中

心に、細胞治療及び再生医療関連の研究開発を進めております。今般、NeoCellaのヒト子宮

内膜細胞に対する機能解析を行い、着床への関与の可能性を検討するため、名古屋大学との

共同研究を実施することといたしました。 

子宮内膜炎は、不妊症や着床障害、反復流産との関連が報告されています。¹⁾²⁾ 本共同

研究では、NeoCellaの作用機序に関連する分子を解析するとともに、ヒト子宮内膜細胞への

添加試験を実施し、着床関連遺伝子及びタンパク質の発現変化を評価いたします。 
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２．名古屋大学の概要（2026年 10月現在） 

（1）名称 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学 

（2）所在地 愛知県名古屋市千種区不老町 

（3）代表者 機構長 松尾 清一 

（4）設立 1939 年 

（5）共同研究実施場所 名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科学分野 

（6）研究代表者 名古屋大学医学部附属病院 産科婦人科 講師 横井 暁 
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３．共同研究の概要 

（1）研究期間 2026年９月 25日～2027年９月 24日 

（2）研究内容 
NeoCella のヒト子宮内膜細胞への添加試験、着床関連遺伝子

及びタンパク質の発現変化等の評価 

（3）今後の予定 

本共同研究で得られた成果を踏まえ、NeoCella のヒト領域に

おける次段階の研究開発及び事業化の可能性について検討す

る予定です。 

 

４．今後の見通し 

本件に伴う研究開発費等は、今期計画に織り込み済で、2026 年 5 月 15 日に開示した 2027

年 3月期の連結業績予想の変更はありません。 

以 上 


